
巻 頭 言

平成六年度生 の卒業と新たな教育改革の展望

大 学 教 育 開 発 研 究 セ ン タ ー 長 小 林 昌 二

新潟大学で は ､ 平成 5 年度からの改革カ リキ ュ ラ ム と ､ これに続く平成 6 年度の 教養部廃止後の ､ 全学

的な新カリ キ ュ ラ ム - と改革が進められた ｡ 早い もの で ある｡ 昨年と今年 ､ つ ま り平成 5 年度 ､ 6 年度と

に入学した ､ 医学部 ･ 歯学部を除いた学部の 諸君の 多くが ､ 平成 9 年 ､ 平成1 0 年の 3 月にそれぞれ卒業 し

てい っ た ｡ そ の 6 年度当時､ 学内措置により設置された本研究セ ソ タ - の名 セ ン タ ー 長吉村尚久先生 ( 理

学部自然環境科学科教授) も､ 2 期 4 年の 任期を全うされて停年を迎 えられ､ 名誉教授に なられた｡ 吉村

先生は ､ 学内措置の組織の長で あるた めに その 処遇の裏づ けがなか っ たが ､ 全学教養教育の機関車とな っ

て ､ レ
ー ル を敷き敷き ､ 獅子奮迅の お働きぶりで ､ まさ しく献身的に務められて ､ 全学の 協力を引き出し

たとい っ て もよい ように思う｡

さて この 4 月か ら先生奮迅 の後塵を拝する ことに な っ た私は ､ 正直言 っ て ､ 大変なもの を引き受けて し

ま っ たと思わずに い られ ない ｡ 処遇の ことは後任の ためにも何とか しなければならない が ､ もはや蓬巡を

捨て ､ 吉村 レ ー

ル の上 をひ たむきに走らなければならない が ､ 同様にはで きそうもない ｡ 以前にもまして

全学の 各位の 多彩なモ ー

タ
ー

の お力に 頼 っ て ､ 新たな段階の大学教育改革に向か わなければならない ｡ な

おい っ そうの ご支援と ご協力を切に お願いする次第で ある｡

さて その新たな段階とはどん な段階か ､ わが新潟大学のそ の改革の 行き先は ､ どこに 見えて い るだ ろう

か ｡ これを端的に示すもの は､ 平成 9 年 8 月に 出された ｢ 新潟大学に おける教養教育に 関わる諸問題およ

び平成1 0 年度以降の改善方向 ( 答申)+ ( 『新潟大学大学教育開発研究セ ン タ ー ニ
ュ

ー ス』 第 4 号､ 以下で

は 『改善方向』 と略称 した い) で あ ろう ｡ こ の文書は ､ 平成 5 年度入学生 の 卒業を踏まえ て の 総括が行わ

れて おり ､ そ の総括の 中か らの 改善の課題が具体的に提起され ､ 当面する解決の道も見えて い ない わけで

はない ｡ 色々 必要な点が沢山ある ことはいうまで もないが ､ 重要な点は次の ことで あろう｡

｢ 専門教育に関 して は 一 貫教育の カ リキ ュ ラ ム が で きて い るとみる こ とが で きる｡ しか し､
一

貫教育の

目的が教養教育と専門教育を制度的に 分断す る ことなく ､ 両者の 有機的連携を考えて編成された 一

貫した

カリキ ュ ラ ム 体系に よる大学教育の 実現に あるとすれば ､ 一 貫教育体制が期待 どおりの成果を上げて い る

か どうかは大変疑問で ある ｡ 特に ､ 教養科目の各学部カ リキ ュ ラ ム に おける位置づけや有機的連携が具体

的に どの ように 図られて い るか に つ い て は必ず しも明確と は言 えない ように 思われ る｡ + ( 8 頁右欄 5 行か

ら1 5 行目)

こ こで は専門教育に 関して
一

貫教育の カ リキ ュ ラ ム がで きて い るとみ る ことがで きる､ などという ｢ 一

応+ 等の限定した表現が欠如した不十分な表現も見 られるが ､ 各学部の カ リキ ュ ラ ム の 現状に は ､ 教養 ･

専門の 有機的連携が 明らか で ない ､ と総括して い る の で ある ｡ そ の証拠を こ こに示すの は慣られるが ､ 本

誌拙稿 ｢ 自由選択制の ための ル ー ル+ における表 2 と グラ フ 1 を見て い ただ 桝ま分か ると思う｡ 重要な こ

とは､ なお同時に ､ そ の有機的な連携の性格に つ い て ｢専門基礎や外国語 ･ 情報処理な どの 共通基礎に か

かわる分野に つ い て の位置づ 桝ま比較的明確で あるが ､ 非専門や学際性 ･ 総合性に 関する分野に つ い て の

位置づ 桝ま疑問で ある｡ + とそ の 不明確な問題点を明示 して い る ことに ある｡ しかもこの 克服の 方向を ､

主と して ､ 本学で 発展 してきた総合科目を ､ 2 1 世紀の世界を視野に入れた ､ 自分の専門と他の専門や世の
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中との関わ り､ 専門の 見直しや社会で の位置づ けを見直す ､ 高学年の 総合科目の い っ そ うの充実を ､ 8 つ

の 区分の方向で 実現する ことと して いる ( 9 頁右欄6 - 1 0 行目) ｡

こ こには､ そう した授業科目を これまで 必要と して こなか っ た 日本の 大学､ 学問､ 科学の反省が含まれ

て い ることを自覚しなければならない ｡ たと えて い えば ､ 当面する利益や便利の ために地球環境の破壊が

問題に なる ことに ､ また海外で活躍する卒業生た ちが 日本の近現代史に疎く ､ 諸民族の文化や宗教の なん

たるかも理解で きない 等というこ とに ､ 従来は大学教育には責任が ないと して きたが ､ 社会はもはやそう

した大学教育を認めは しない という こと へ の 洞察が加えられて い る｡ もはや専門的な力量の 内容が問われ

て い ることを自覚しなければならない だ ろう ｡ こ う した高等教育の質の 形成が ､ 産学 ･ 官学共同に ますま

す広が っ て い く2 1 世紀の活動内容の質を左右する決定的な条件に な っ て きて いるとい う ことをお互 い に十

分に承知して おこうという含意で あろう｡

以上やや荒 っ ぽい が ､ 専門的力量 を授けると きにその専門的な意味を学際的 ･ 総合性や社会的､ 国際的

観点か らた えず問い 直すマ ナ
ー

を ､ カ リキ ュ ラ ム の 中に確保するそ の科目の ことを本学で は教養科目の総

合科目と呼び､ 専門教育の深まりに対応させて 配置して い く高年次のもの に しようとい うの で ある｡ そ し

て コ ア カ リキ ュ ラ ム 的な考え方で充実さ せ ようというの で ある｡

こ の 高年次の総合科目群の 創出は ､ 全国的にも試み られて はい るが成功して いる ケ ー ス をまだ知らない ｡

われわれ は､ 総合科目の 発展の 中か らようやく こ の地平に た どり着い た点で 可能性が ある ｡ しか し､ 日本

の学問､ 大学に欠けて い た側面の創出という性格をも っ て い ると考えられるの で容易で はない ｡
一

気に十

分な内容の授業科目が直ちに 生まれるとも思えない ｡ そう した分野の ､ 文化系学生が自然科学の 学習に挑

戦するような ､ 理 工系学生が倫理学や法律学に学ぼうとするような勇気の い る試みで あろう ｡ 最初からう

まくいく はずはない ｡ む しろ受講する学生諸君と 一 緒にな っ て 創り出して いく､ そうい う開き直りが必要

な分野で はなか ろうか ｡ 大教セ ン タ ー は ､ そ うした試みに 物心両面か ら援助で きなければならない と考え

て い る｡

こ こ に は ､ 教養科目と専門科目の 区分はあ っ て ももはや 4 - 6 年 の両者 の有機的連携の ある
一 貫した学

部教育があるだけ で ある ｡

以上 の 点を各学部の内外に おい て い っ そ う論議 し､ 深め ､ 工夫 し､ 互 い に 要望 しあ っ て ､ 学部を越えて

い っ そ う協力もしあ っ て ､ そ うした授業科目を創造して い か なければ ､ 新潟大学の教育改革に未来はない ｡

そう した授業内容を創出で きる大学研究者に おい て こそ ､ 大学 ル ネ ッ サ ン ス の 未来が見通せるの で はなか

ろうか ｡

昨年度末におい て ､ 途中放棄者の 0 点表記や英語 ･ フ ラ ソ ス 語に おける公的検定の単位認定制度の導入 ､

教養教育科目 へ の全教員登録制など矢継ぎ早の 改革を進めて きて い る ｡ い ずれも 『改善方向』 にお いて 提

起されて きたこ と で ある｡ 『改善方向』 に は こう した
一

つ
一

つ の 重要な課題が提起されて い る｡ こ れ ら の

ことも着実に改善を して いか なければならない ことで はあるが ､ また 『改善方向』 が示 して い る大きな展

望に も十分に 目を向けて ､ 新潟大学の 21 世紀に 向か う教育改革の道筋に 確信をも っ て協力しあ っ て い きた

い もの で ある ｡
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